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がん検診の目標と 

科学的根拠にもとづいたがん検診 
がんにかかりたくない、かかったとしても治りたい 

がん対策には「一次予防」と「二次予防」があります 

一次予防（がんにかかりにくくする） 

がんの原因には、喫煙、飲酒、食生活、運動不足、肥満、感染症（肝炎ウイルスによる肝がん、ヒトパ

ピローマウイルス（HPV）による子宮頸がん、ピロリ菌による胃がんなど）、遺伝的体質などさまざま

なものがあります。 

遺伝的体質のように避けられない要因もありますが、禁煙や生活習慣の改善、ワクチン接種、ピロリ菌

の除菌などによって発症リスクを下げることができるがんもあります。 

二次予防（早期発見・早期治療で治す） 

二次予防の目的は、定期的にがん検診を受けることで、がんを早期に発見し、そのがんによる死亡を防

ぐことで、科学的に死亡率の低下が証明されている対策型検診の対象は、次の 5つのがんです。 

胃がん、肺がん、大腸がん、子宮頸がん、乳がん 

これらに対する検診は、市区町村などが公費補助を行う「対策型検診」として実施されています。 

一方、自費の「任意型検診」では、対象となるがんや検査方法に明確な基準がない場合があります。中

には有効性の根拠が十分でない検査や研究段階の検査もあるため、内容をよく確認したうえでお受けく

ださい。 

 

がん検診の考え方 ― 利益と不利益のバランス 

がん検診は、できるだけ多くのがんを見つけることを目指します。しかし、見逃しを減らそうとして検査

の基準を厳しくしすぎると、実際にはがんでない人まで精密検査が必要と判定されることがあります。 

その結果、精神的に落ち込んだり、追加の医療費、検査や通院のための時間的負担、精密検査に伴う偶発

症、過剰な診断や不必要な治療などの不利益が受診者に生じる可能性があります。 

健康な人を対象とする検診では、がんを見つける利益だけでなく、このような不利益をできるだけ少なく

することも同じくらい重要です。そのためにがん検診は決められた間隔で繰り返し受けることが重要です。 

定期受診することで、前回の結果と比較ができるため、わずかな変化も見つけやすくなり、逆に変化がな

い所見に対しては不要な精密検査を避けることもできます。 

かりに今回の検診でがんが発見できなかった場合でも、次回の検診を定期受診することで見つかる可能性

が高まり早期治療につながります。 

ただし、まれに検診と検診の間にがんが発見されることがあり、これを「中間期がん」と呼びます。 

気になる症状がある場合は、検診の時期まで待たず、早めに医療機関を受診してご

相談ください。 

「がん検診は『がんを見つけること』ではなく、『がんで亡くなる人を減らすこと』

を目的としています。」 


